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本講座 カリキュラム構成

＜ベーシックコース：10～1月＞フィールドスタディは3月まで

①リレー
レクチャー
基礎を学べる

②フィールド
スタディ

現場の実情を体感する

③ディスカッ
ションサロン

講師と直接話ができる

④エキスパート
レクチャー
実践に直結する

⑤インターン
シップ

実際に現場で関与する

②フィールド
スタディ
③ディスカッ
ションサロン

＜アドバンスドコース：６～9月頃＞

必修 必修

必修



名刺やHPでの表記について
～～ぜひ掲載してください！

ベーシックコース修了者

地域公共交通コーディネーター（ベーシック）＜修了証番号＞

アドバンスドコース修了者

地域公共交通コーディネーター（アドバンスド）＜修了証番号＞

アドバンスドコース＋インターンシップ修了者

地域公共交通プロデューサー（インターン）＜修了証番号＞



インターンシップ
「第2回上信電鉄沿線地域懇談会」

※本講座のプログラムです。事務局のメールアドレスへ参加表明してください。
インターンシップとしては原則３回出席ですが、スポットの傍聴も可能です。

<高崎エリア>
2026年1月24日（土） 14時30分～16時30分
高崎市総合保健センター（高崎駅から徒歩・バス）

<富岡・甘楽エリア>
2026年1月26日（月） 9時50分～11時50分
富岡市水道会館（上州富岡駅から徒歩）

＜下仁田・南牧エリア＞
2026年1月26日（月） 15時00分～17時00分
下仁田町役場（下仁田駅から徒歩）

こちらの申込受付は
終了いたしました

今後も新たな募集を
行ってまいります

https://www.pref.gunma.jp/page/711517.html



大都市都心でAIオンデマンド交通は
なぜ継続できなかったか？

～公共交通の今後を考えるシンポジウム～
※本講座の「ディスカッションサロン」として位置付けます。

 名古屋市千種区の南西部で実証運行が行われていたAIオンデマンド運行バス
「mobi（モビ）」が、昨年12月31日をもって運行終了となりました。

 鉄道やバスでカバーできないところまで低料金で行くことで多くの利用がありまし
たが、運賃だけでは経費を賄えず継続ができませんでした。

 今回の結果を踏まえ、大都市の中を細かくカバーする公共交通機関の可能性につ
いて、大いに議論します。

出演者 事業主体の担当者、地元住民代表、外部有識者（板谷和也先生＜流
通経済大＞、神田佑亮先生＜呉高専＞）、加藤博和＜名古屋大＞

日時 １月２５日（日）13:30～16:00（予定）
場所 名古屋大学鶴舞キャンパス（医学部・附属病院、鶴舞駅近く）

基礎研究棟（講義棟）４階第４講義室 ※実証運行地域にあります



http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/sympo260125.htm

申込(Googleフォーム)



名古屋市千種区千石・千種学区：
都市部で、運行エリアを2km四方にと
どめた
乗合率や収支率は地方部より高いが、
運賃だけでは損益分岐点に達しない

Community Mobility(株)
<Willer＋KDDI＞が提供する
オンデマンド乗合交通サービス

公的補助はない

サブスク(定額乗り放題)が基本

それでも、３年間の21条運行（
実証実験）を経て、２０２４年12
月6日から4条乗合に移行

2025年12月末廃止が決定（広
告料・協賛金等が低調のため）

鶴舞駅

千種駅
今池駅

吹上駅吹上
ホール

名大
病院

イオン
タウン 浩養園

（ビアガーデン）

鶴舞公園
中央図書館
公会堂



※本講座とは別のイベントです。

https://www.estfukyu.jp/sohatsu81.html
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